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村民の森・保全配慮地区指定について 

 
１ 緑地保全制度の概要 

村民の森・保存樹木等 
 「東海村緑の保全及び緑化の推進に関する条例」に基づき，緑豊かな自然環境を形成している緑
地で，保全が必要な箇所を指定するもの。 

保全配慮地区 
「緑の基本計画」に基づき，豊かな自然環境を有し、景観・自然生態系の保全、自然とのふれあい
の場所等として重要な区域を計画的に保全・保存することを目的に設定するもの。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 押延エリアについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
村民の森（46,989 ㎡） ※R1～R4指定 

保全配慮地区（25,731 ㎡） ※R4指定 

       村民の森未指定エリア 

（資料２） 
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指定できなかった土地について 

・現状が藪地・空地・宅地の一部などに変化していたため、

当初５９筆あった候補地を３７筆に絞った。 

・地権者と連絡がつかなかった。 

・地権者に緑地保全の重要性を理解いただけなかった。 

・土地の相続登記がされておらず、親族の方からも承諾いた

だけなかった。 

押延村民の森 

【指定理由】 

・東海村ヘルスロードに選定されて

いるエリアで、地域住民の健全な心

身の保持に役立っている。 

・住民団体が保全活動を展開してお

り、里山として美しい景観が保たれ

ている。今後も景観上保全すること

が必要と認められる。 
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【指定理由】 

・平成２４年度から住民団体・村が協働で保全活動を実施。 

・希少植物が生育（環境省レッドデータブック）。 

①  

② 

③ 

押延保全配慮地区一覧表

大字 小字 番地 現況地目 台帳地目 地積（㎡）

1 村松 洞ノ内 2796番1 山林 山林 6,281

2 村松 洞ノ内 2796番5 山林 山林 2,000

3 村松 横町 2829番1 山林 山林 17,450

３筆 25,731合計

番号
対象地

押延保全配慮地区 
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押延保全配慮地区の経緯 
平成２１年度 「自然のみどりを守る会」が整備を開始 

平成２４年度 「とうかい環境村民会議自然共生社会部会」が整備開始。役場環境政策課と協働で生物調査・自然観察会・ウォーキングイベント・植樹祭・

不法投棄ゴミ回収活動などを展開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「押延ため池いこいの森」整備案（とうかい環境村民会議） 

生物調査 

自然観察会 夏休み自然観察会 

整備活動 
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３ 真崎古墳群周辺エリアについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
         村民の森・保存樹木等 ※R4以降順次指定予定（山林のみ） 
 

保全配慮地区 ※R4以降指定予定（山林・田のみ） 
  
現況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
村民の森・・保存樹木等候補地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保全配慮地区候補地 



6 

 

保全配慮地区候補地の様子 

 

・東海村の登録文化財が存在する。東海村「ふるさとの自然･文化」登録樹木 30 スギ(幹まがり杉) （写真１） 

・真崎の未来を守る会・真崎区自治会がプレイパークを整備しており、登録文化財と合わせて一体的に周遊できるように案内板も設置されている。 

（写真２～６） 

１ ２ ３ 

４ 5 ６ 
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